
特 冨午 と 新 案

日立製作所所有の特許(主要特許のみ麦抜すい)

■ 昇 降 装 置

登録番号 公告番号

特547871
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39-16∝旭

38-16123

40-17620

41-2107

43-31941

43-31942

36-27162

43-22693

34-3871

39-18594

40-2484

42--7096

43-25698

43-20891

43-27852

43-27910

38-14736

39-2064

42-18803

38-17023

35-27522

42【6412

名 称

エレベータの全自動群管理装置

ハンドレール駆動機構

フ ロ アーコ ント ロ
ーラ

エレベータ用スピードガバナ

/､ソドレールの自動緊張装置

エレベータ乗籠防振型ガイドシュ

並設エレベータ制御方式

エスカレータの安全装置

エレベータ速度制御装置

電動横開き扉の扉安全装置

階床扉係合鎖錠装置

エレベータ出入口枠

ワードレオナード方式における制
御装置

駐車場用全自動エレベータ

エレベータ制御方式

並設エレベータ制御方式

回転体の脈動測定装･匿

継 電 器

電磁継電器

応答ランプ付呼釦開閉装置

油圧エレベータの制御油圧回路

カムコンタクダー

エレベータ階床扉鎖錠装置

エレベータ階床出入口枠

チェーソ伝動機構の騒音防止装置

カムスイッチ回転力ム装置

エレベータ階床扉鎖錠装置

エレベータ扉吊り装置

エレベータ乗籠に設けた電磁作動
弓形カム装置

エレベータ乗籠安全装置

欄干パネル保持装置

エレベータ用スピードガバナ

エレベータ用スピードガバナ

電磁接触器の可動接触子取付装置

並設エレベータ方式

並設エレベータの相互位置表示装
置

エレベータ信号方式

停電時エレベータ自動着床方式

並設エレベータ信号装置

油圧エレベータの防音防振装置

エレベータ出入口枠

タイムリ レーの構造

電磁継電器

昇降枚の昇降路内スイッチ取付装
置

昇降機塔内スイッチカノ∴

扉安全装置

昇降機扉駆動用分巻電動機の制御
装置

エレベータ扉スイッチ

直流電動機の電機子反作用補償装置

登鋸番号l公告番号J 名 称
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実885950

39-1518

39-20045

39-37116

36-1539

35-11131

40-6018

44-7629

43-1958

39-37766

43-5339

42【1688

44-3410

39-17342

39-421

39-27030

42-740

36-12022

40-24340

39-33414

39-29523

39-22446

43-9541

40-11832

43-11965

44-8091

36-1538

43-14344

36-19649

44-11248

39-33562

43-9543

43-9222

41-23808

35-28844

43【25697

43-29694

37-31830

35-12827

40-16984

44-1645

エレベータ用運転盤

電磁接触器隔壁取付装置

油圧エレベータ

エレベータ階床扉鎖錠装置

エレベータ扉開閉装置

エレベータ上下階床扉開閉装置

エスカレータの踏段手回し装置

穴あきスチールテープに噛合う爪
車

乗籠防振装置

電動機の速度制御装置

循環式立体駐車設備

押ボタンスイッチ

トランジスタ時限装置

誤動作を防ILした光電装置

電磁接触器

警報信号装置

自動エレベータ扉制御装置

エレベータ警報装置

インジケータ装置

切換スイッチ

切換スイッチ

エレベータ防音装置

電動上下扉の扉安全装置

エスカレータ欄干パネル取付枠

ターンテーブル

エレベータ階床扉鎖錠装置

エレベータの乗籠停止装置

電磁継電器

静電容量平衡形人体検出器の調整
機構

インジケータ衰蓋開閉装置

位置検出装置

エレベータ遮音装置

電線切断被覆剥き器

エレベータ階床扉鎖錠開放装置

油圧エレベータのシリンダ支持構
造

フォーク式駐車設備に於ける自動
車の停止位置確認装置

エレベータ乗籠案内靴

抽入緩衝装置

エスカレータ踏板

接触端子の支持装置



製品紹介

東京電力株式会社姉崎火力発電所納め

第4号設備用600MW蒸気タービン

四国電力株式会社坂出火力発電所納め

第3号設備用450,000kW蒸気タービン

モデルシリーズ7000大容量ガスタービン

･=…･･79

=…=‥80

‥･……8t

低温装置用大形混流式日立ラジアル膨張タービン‥………･‥･82

マルタ島水道局納め

海水淡水化プラント500,000l.&P.Dフラッシュエバボレータ完成‥‥‥………83

日立新形カム形制御器……‥…‥‥84

日立‖‾P形赤外線検査器･ ･85

新神戸電機株式会社 彦根工場納め

フェノールホルムアルデヒド樹脂廃液処理装置……‥…･…86



日立評論 VO+･54 卜+0.9 837 峯廷晶紹介

東京電力株式会社 柿崎火力発電所納め

第4号設備用600MW蒸気タービン

本タービンは日立製作所一にとっては

2了こ了めの600MW容量機であり,高圧

タ【ビンと低圧タービン,｢P圧ターービ

ンとイ氏庄タービンがそれぞれ発電機に

直結されている｡クロスコムパウント

形4流排気再熱式蒸気タ【ビンであり,

昭和46年3月に営農運転にはいった東

京電ノJ株式会社･鹿島火力発電所納め

箭1号設備用600MW蒸気タ【ビンと

同一設計である｡

1.おもな仕様

(1)形 式

2

3

4

5

6

山 力

担1転数

蒸妄も条件

排気真空度

衝動再熟式クロスコン

パウンド4ラ充排気形

600MW

3,000/3,000rpm

246atg/538ロC/5660C

722mmHg

タービン段落数 高圧9f貨,巾柱

8段×2,低圧6

段×4,合計23段

(7)拉終段異 翼長 844.6叩(33.5

in)

平均直径 2520.95mm

(99.5in)

2.おもな特長

本タmビンは次の特長を有している｡

(1)高圧蒸気入し_I剖ミに180度ノズルボ

ックスを才采用

第1段落付近の蒸気圧による応力と

熱応力を軽減し,熱変形に対してよ

り安定な構造としている｡

(2)高圧初段単にT形みぞを採用

巽の人形化による遠心応力の増加を

低i戒してし､る｡

(3)中庄タービンをダブルフローとする

再熟彼の高温蒸気が通過する中庄タ

ービン部をダブルフローとして翼長

を低く し,遠心応力を低下させた｡

(4)中圧糾段巽取付部の冷却

高温にさらされる中庄初段巽の巽取

付部に冷却用のみぞを設け,巽を通

過した後の低f+1.‡_恭ぅもによリiて㌻却させ,

強度を高めた｡

(5)最終段にドレンコレクタを採用

驚

室内の庄プJ分布を土壬J一化し,熱効率

の改善を行なうとl古川こ妄に,排気室の

同州一三を+て17Lた｡

(7)再熟蒸左(ラインに純分せ再熱弁を

採.朋

組f㌻せ再熱弁(再熱蒸与川二め弁と巧1
瀾
鞄
｡

ご羞喝

問阻_tL弁の組合せ)によリタービント

リリフ‾時の速度上昇率を低く抑えたっ

以__上二により,超臨界J主プラント用とし

て,十分に性能を発揮するタービンと

すると同時に信根性の向_Lに努めた｡

(日立製作所 ′正力‾･拝業本部)

著汲遜
潜幣

ミき串;賢

?琴′し
ツ′′､′風

ぎ鎚山名

区= 東京電力株式会社姉崎火力発電所納め600MW蒸気タービン

澄

境終段のノズル出口先端部にドレン

コレクタを設置し,最終f貨巽エロー

ジョンに対L考慮を払った｡

(6)排気案として改1逢形排気重を採用

排気室内に整枕板を効率良く配置L､ 図2 組立中の高圧初段翼

＼
～
､

＼1▲㌔

資ミ:1､′姦
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日立評論 VOL.54 No.9 838 製と晶紹介

四国電力株式会社 坂出火力発電所納め

第3号設 用450,000kW蒸気タービン

納入先の坂出発電所は二枚山市の海上旨

近くに建設された発`蛋所であり本設備

は同発電所の3号機である｡

再熱蒸気ぎ温J空を 5660Cとしタービン

熱効率を高くし効率向_Lを凶っている｡

また高中圧を-一体構造としコンパクト

な3車主格造を有している｡超臨界圧

力でしかもこのタ”ビンは日二立技術の

粋を集めて製作されたものであl),現

在現地据付中である｡

以下にタービンのおもな仕様および

特長について述べる｡

1.おもな仕様

(1)形 式

2

3

4

5

6

7

(8)

出 力

回 転 数

主蒸妄く圧力

主蒸気i温J空

中i熱温度

排気圧力

衝動再熱式串(〈 し)

形3車重4流排気形

450,000kW

3,600rpm

246kg/cm2g

538匂C

5660c

高圧側

什宝圧側

タービン段落数

719.4mmHg

727.3mnHg

高圧 7段

中庄 5段

低圧 7f受×4

2.おもな特長

(1)低圧入口部にはスチームスクープ

を採補し,ロータの脆化(ぜいか)を

防止している｡

(2) f貨には30in巽を採用している

が,外側のタイワイヤを従来の鈍ろ

う付方式よりルースにL,信振作の

ある巽としている｡

(3)中庄タービン 第8段および第9

段のロータディ スクならびに巽ダブ

ティール部は再熟蒸妄‾ミにより高f且に

さらされるため,高圧タービン第1

/

/
ノ ブ

+は彼の低いf止度の木与毛を利用し,】心

力などを軽i械する新しいi令却法を桜

川している｡

(4)このクラスでは従来4卓室である

が,中圧部をシングルフローにする

ことにより高小圧を一体構造とし,

コンパクト化されている｡

(5)中庄部にi先人する再熱蒸～くiJ】.L度が

高いため,従来のくら形ダブティー

ルに代わり新しく逆クリスマスツり

【形ダブティールを抹HJしている｡

(日立製豊作析 ′.一にプJさJi業本部)

さ∴,.車ゝ√て..や㌣農

区12 逆クリスマスツリー形ダブティール
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図l 工場組立中のタービン
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日立評論 VOL,54 No.9 839 製品紹介

モデルシリーズ7000大容量ガスタービン

1ト∵こ空･望作I巾では,これまでにアメリ

カ･GE祉との協向製川三により807∠i近

くのモデ/しシり∽ズ5000彬ガスタービ

ンを与望作Lてきた｡これは-Ll-リブが15,000

kWか▲二_)25,000kW柑止までで,人谷量

の1一に力系統に対Lては数fTのかスター

ビンを一 一つの発ノニーEフ‾■ラントとして逆転す

るパワーーブロック仲之J〔を採f口してきた｡

拉近,新たに11立-GEガスタl,-ビン

の標準機抑となったモデルシり【ズ7000

ガスタービンは,一中依こfリブ65,200kWと

いう人吉一芸二機で大在力系統のピMク発

′f‾は朋とLてその諾;要が珊]持されるもの

であるt)このモテ/レシリーーズ7000ガス

ターービンは,すでに過去の逆転十天幕削二

よ り 卜分†i‡柑什が確_立Lているモデル

シリーズ5000か､スター1ビンをスケ【ル

アリブL,効ヰくの一丁り卜および卓論主去貞:量

の帆i城をトズトフたものであるく,またこの

人7妄旨f呈ニケスタービンに対Lても従米品

±川じくパ･ソナー,ン形を十三∵三唯とLて接

川!ノ,抑什コスト,輸送コストの低減

引､ズトている｡制御ノブノい二ついては,

1こ1モl∫1中山逆転,追納拙作か吋能で､そ

グ〕‥りこ1小fl;はスピーートトロニクと称する

ソリ
ッドステート化したr川御山川各を才采

川Lている｡

1.おもな仕様

(1)形 Jじ 単純糊放サイクル,1軸

∫じ,パ･ソケ【ジ形

(2)作 能

定 格

出 力 kW

熟 消 費 率 kcal./kw･11

タービン入口温度 □c

ピーク ′く-ス

65,200l591000

2,7了5■ 2,802

l.066 l_004

ただL,lSO条件(大気温度ぽC,大気圧760nl汀1H9)

(3)川転数 3,600rpm

(4)江三蔚梢鮎貨数17f貨

(5) タービンf文数 3fヱ

(6)燃焼詩誌 多芹万作ラ 10仙

(7)パッケージ梢成

コント ロール/ヾ･ソナーシ

触恍バッケーシ

タービンバッケ【ジ

光一上は機パッケージ

ヲ己ノーに機軸i機パッケージ

2.おもな特長

(1)人?指主､砧効中

==力65,200kW,効ヰく31%)

(2)帆肘什,輸送コスト

(′完全なパ､ソケ【ン化)

(3)日動制御,追ドh弓逆転

(`-は+'一丁別御巷き呂-■!二)

ヽ

区11 モデル7000ガスタ…ビンロータ

図2 組立中のガスタービンケーシング

L

図3 モデルシリーズ7000ガスタービンタ十書見

(4)急速起動柑性

(ごて)瀬泣から全員布fまで約10分間)

(5);て}+三r】水不‾安(密閉晴上買Jい

(トトンニ告別1三巾′1はノJ･Ji号‡1二部)
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日立評論 VOL,54 No.9 840

低温装置用大形混…充式日立ラジアル膨張タービン

このたび,空気分離装置の記鎚品で

ある30,000TOプラント(酸素発生量

30,000Nm3/h)和の大形手品流式日立ラ

ジアル膨張タービンを開発し,共同酸

素株式会社鹿島工j湯および川崎製鉄株

ユ･〔会社千葉‾製鉄所納めプラントに組み

込み納入した｡プラントの性能試験に

おいて,この膨づ土三タービンの高惟能が

確認され,現在,好調に稼動している｡

この膨搬タービンは,今後,大形TO

プラント,LNGプラントなどの†氏温

装置の寒冷発生源として,大いに期待

される｡

1.おもな仕様およぴ■概観

30,000TOプラント用の大形i昆流式

日泣ニラジアル膨脹タービング)設計仕様

は,次にホすとょゴi)である.っ

名 称

構 造

i克 体

処理流.量

回 転 数

入口圧力

人口i且度

出口圧力

負荷方式

ETH【40,000膨張ターービン

横形結と丁克式ラジアルタービン

空気

40,000Nm3/h

8,600rpm

4.47kg/cm2

-120Dc

O.30kg/cm2

制動ブロワ

この脂手張タービンの概観は区l=二,

タービン主要寸法は図2に示すとおり

である(

2.おもな!特長

二の大形i施流式日立ラジアル膨張タ

rビンの特長として,次の.たをあげる

ことができるr､

(1)タービン効率が良好である｡

大形盲比流式ラジアル月影張タービンの

有効効率は,一般に,/ト形純ラジア

ル膨張ターービンに比較して良好であ

る｡開発した膨張タ”ビンの有効効

率は,計算および性能試験の結果､

87%以_卜であることが確認されてお

り,かなり広範囲な運転条件の変化

に対Lても,安与王した件能を発揮す

る｡

(2)タービンロータの強度信拙作が大

で､ある｡

大形膨張タービンの場合,二次元純

ラジアルタービンロータでは,シュ

ラウドカバーの国定構造がむずかし

いが,三次元混流式タービンロータ

82

匡= ETH-40,000膨張タービン

⊥轡
‾1き､

⊂)

旦

制動

､15､

⊂⊃__ +==ゝゝ,

豊夕一ビン空気

タービン空気

肝

【1,088一

トーーーーけ-一一2.180-一】‾‾■､‾‾‾▼

図2 ETl十40,000膨張タービン主要寸ミ去

トーー
ーー1,092一一一▲･---⊥--→†

トーーけ-一一2.180-

の場でナには,シュラウドカバーがな

いので偶造が簡単となり,スピンテ

スト結果からも,明らかに強化イ三相

性が大である｡

なきi,これに什って､タービンロー一

夕の与望作i去改善,品質向_t二,さらにタ

wビンの縞退化が達成できる｡

丁
-
含
等
1
-
Ⅶ

]

製品紹介

/8

w650

て==⊃ム

I

呂

'軸〆

0〇
ロ)

l
の

J

弓J
l

'召 l

3.用 途

大形子比流式I.]立ラジアル臆き舶タ【ビン

は,大量の寒冷が必要なTOプラント,

LNG液化プラントなどの低iふL装置に

適用され,タービン効率のよいこと,

信束副生の大なることにより,好調な稼

動が期待される｡なお,これで,水素,

ヘリウム用の小形高速膨張タービンか

ら,TOプラント用の中大形膨張ター

ビンまで,あらゆる低温装置用膨弓長タ

ービンがそろった｡

(日立製作所 機電二事業本部)
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マルタ島水道局納め 海水淡水化プラント

500,000l.G.P.D.フラッシュエバボレータ完成

海水盲炎水化装置フラッシュエバポレ

】タについては,日立製作所･日立二｢

場を1‾トL､として鋭意研究開発を進めて

きたが,炭水りの実用機をマルタ1攻府よ

りターンキーでノ壬注し,硯石三ほぼ二主要

機器の現地据付けをう呂了し,/卜秋の逆

転開始を目標に`正気計装など拉後の仕

▲_Lげ段ド皆にはいってし､る｡
ここに本プラントの概要を紹介する｡

本機は地中海のマルタ島に近いゴゾ

氏に建設設置されたもので,フラッシ

ュエバボレータにより日産最大3,000

m3程度,海水を清水に転換し島民の生

活開水その他観光開発に利周されるも

のである｡

本フラッシュエバボレータの特長は,

段数が33f立と多く効率の高いこと,

Turn down factorが大きく水の需用

変動に応じられるような設計を採り入

れたこと,海水取水管のほかにFRP

管,水芸主にCuNiライニングを施すなど

f毎水またはi毎洋性ふんい気に耐える新

材料を多く抹用Lたこと,フラ､ソシュ

エバボレータの生命ともいうべきベント

システムに二仁夫をして起動時または走

舟運転時のプラント性能または運転の

柔軟性を向_としていることなどである｡

なお,熱源は16kg/cm2gのボイラで

あり,プロセスに必要な低l主蒸気はプ

ライ ンポンプ駆動戸目薬気タービンの排

与iをイむ用している｡

瀞あ捲;〆

歩ユダ鷲

写頚髄}

必"ご㌦
甘さ

払二㌣去.ぶく?.三フ

図2 造水プラント全景

轡

おもな仕様

(1)追水二王遠

E.C.R∴500,000ImperialGallon

Per Day.

M.C.R∴650,000 Ⅰ.G.P.D.

Turn DoⅥ,n Factor:50%M.C.R.

(2)生成淡水純度

75ppm(T.D,S.)

(3)造水倍中

8

注:Ⅰ.G.P.D.

れ･l.C.R.

E.C.R.

rll.D.S.

`璃

01b/1,000BTU.

ImperialGallon Per

入Iaxjれ1ulllContinu()u5

Econo皿1C Continu(luS

(E.C.R.)

Day

Rating

Rating

1'ota】Dissol＼,ed S()】id

(4)プライン殻高泊+窒

(PHコント

2400F

(5)海水fふ1度,

850F

(6)f貨 数

図l 主建屋内のフラッシュエバボレータ

泌少学併′
∈抑

遠軽畔戚㌣′

(亀ぜ

亀J

廃･-

や
き
㌔

∵沐軒

盛

ロール)

(M.C.R.)

i濃度

40,000ppm

熟匝川文部

排熱部

合計

(日立製作所

30f貨

3f受

33j三笠

`∫=にカー‾軒業イこ部)

驚
い

83
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日立新形カム形制御器

′卜姥の′ナj二11与化,吊‾ノノ化か進むにつれ

てクレーンなどの荷役憐汁瓜没イ恥ま,ま

すます■てL石ひん度,il▲綿ヒ中化され,モー¶

トルの始朔ムよび適性制御川には､丁ミJごj

作能,1ミノ､j二=J古の制御諾‡が要1jこされてき

ている｡

【ト工暫望n三I叶では,ニク〕ような耗栄一/ト

の一要望にこたえて､従火のカム什州卜御

旨謹にいろいろな新恍付■iをおりニレみ,新

井タカム作三捕り御許註をIij+ヲ邑L,二れをシリ

ー-ズ化Lたので射り卜する､

1.おもな特長

(1)フレームが頑丈(がんじ土う)である｡.

フレーームは芙鵬な封抑えプレス品で,

項‾丈に左･っておl),味irlil｢く付けだけで

も拭作叫‾能である｡

(2)わく寸法か統一されている｡

わく 寸法は1純に統,-され,高さは

拭作性や実際の使川例から,音を適な肺

といわれている 750mmである｡

(3)′ト形カム形制御器の閉写邑｡

3.7lくW以【tT閂の小形カム形制御箸三さを

王与H発し,シリ【ズに加えた｡

わく寸法は+三幹制御昔話と同一である{)

(4)操作回路用カムスイッチの直流佐

伯可能｡

推作回路梢カムスイッチは,アーク

シュ【トを取り付けるだけで,直流.凹

路にイ郎‡目可能である｡

(5)九主命か上ミい｡

表1 カム形制御器標準イ士様

カム乙イ･ソナにご土ロ‥ラベアり ン グ

を,小休軸一三J-fいこは汁油什焼結で㌣1て了

･ノンュを他用Lてあるので,ゃり毛か少

なく,恍†城作J寿命か土主い

カムスイlソチ′按一斗に寸､1瑚三組†ナ1‡を仲

川L,丁子ミr‖柑各カムスイ1ノ子には丁㌧-ク

シュートを設けて.アークに.よるj‾fミ似

を仙+1∴しノてあるので,`iに1t川J#J.†が一上壬

し､

(6)ハンドル推作か車引Jと.,

カムスイ･ソナの′J､形化などにより,

ハンドルJ紫作ノJが輯く,みノ､･′チの悠

混もバランスさせてあるので,ハント

ル拭作が軽+快であるご

(7)慌械的インターロ､ソク什である､ノ

0ノ
ッチでノ､ンドルのノブを押えな

ければ操作できない機小鮒くJインタMロ

ックが付いているので安全である!｡

(郎 依‾こ〕=,∴?二横が器易である｡

カバーは簡単に1｢止りはずしができ,

カムスイッチの接一卓二部が前痢に配列さ

れているので､点検および描.キの取り

扱えが谷易である｡

2.おもな機種

(1)カム形直接制御昔話

クレーン用巻線形モートルグ)-一一二大例

の′lに源の可逆および ニニ欠祉臼ん岩三吉グ)う三郎斧

を直接r別御L,スムース､な加減速を行

なう ことができる.二.

(2) カム形不日√㌻肘+御許こさ

機種 用 i会 形 式
適用モートル

(kW)

電圧

(∨)
ノッチ数

重量

(kg)
寸法図

直

才妾

制

御

器

一

舟呈用

VC52-BR

VC73-BR

25 440 5-0-5 23 (B)

45 220 7-0-7 24

巷

上

用

走

CF用

VC7Z-BRH 25 440 24

VC73-BRH 45 Z20 26

lB用
VC72-BRE 25 440 24

VC73-BRE 45 220 7-0-7 26

行 用

VC62-BRT 25 440!6‾0▼6 23

VC｡3-BRT 45 220 18-0-8 26 (B)

複

.∠ゝ

制

御

器

一 慣 用

VC52-BR2 25 440 5-0-5
123 (B)

VC73-BRz 55 7-0-7

巷
上

用

CF用;VC7｡-BRH2 l

lB用 VC73-BRE2 55 // 了-0-7

走 行 用
VC.i2-BRT2 25 / 6-0-6 こ

VC83-BRTz 55 440 8-0-8
123;(B)

カモこ

宗聖

鮎

巻 上 用
VCll-BR 3.7/2.2 220/440 1-0-1 ll (A)

VC.2-BR 10 440 1-0-1 22 (B)

横走行用
VC21-BR 3.7/2.2 220/440 2-0-2 ll (A)

VC22-BR 10 440 2-0-2;23i(B)

制主
御

器幹

DVC3】-BR I32
3-0-3illi(A)

DVC5】-BR I32 440 5-0-511l(A)

S4

M8取付ねじ穴

(壁面)､＼＼､

く⊂)

く⊂)

呂占
寸

の

⊂)

150一+

11〔ト11

㊥

モ【卜/レの可逆をノーに磁′接触器を介L

てfH‖'削りにこ別寺卸し,_二二大祇杭乍朋各を血

接｢刷御する丁別御器である｡

(3)かご形モートル用カム汁㌫旨り制器

リアクトル,クッショ ンスタータな

どと組み′ナわせ,クレーンサドル用ギ

ヤモートル,マグネトロモートルな-ど

かご什ラモートルを了亘接丁別御する指り御器

である｡

(4)_-ト幹制御器

モートルグ)‾叶逆および‾‾▲.大蛇抗知絡

をノi-E磁接触器を介してF川接的に制御L,

スムーズな加吉成油を行なう制御器であ

る｡

(rhl二馳作巾 向.†了卜!Ji紫郎)

骨 骨

ノダ
うい.壷

図l カム形制御器(VC7こ1-BRH)

M8取付ね

(壁面)

⊂)

M

12¢取付穴×3

(床面)

⊂)

ぐり

寸

(A)

図2 カム形制御器寸法回

じ穴×2 ー…呂呂二_1
の

N

⊂⊃

3叫 卜
1ご)
⊂)

卓-
l(亡)

OD

】

CO

丁 三 し-ふl
の

＼＼12¢取＋
14

l

丁‾桓
(床面

1

.ヤ妄打てN買3i 占
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くD

l
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∴ 皇.写
†

(B)

付穴×4
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日立ITP形赤外線検査器

物イイニグ)れ=_空をノi山脇波を睨体として非

才朋リミで州1ヒする装iF=ま､改印のものか

Ⅰ】】▲くかご〕り三=されてしlる｡すち･わち,

)Li∴i札汁,也f∴.しJ虹汁､1モん紺川.汁公一汁ち･

とて､ある.｡二れいまいずれもil■川.1_て汀り城

川のも♂)で､洲1と物イイこか/〕の■l川ユ城ノ〕

′■に磁放射維を洲1j三Lてi∴.l_蛇を測る‾んJ-〔

であり,州1上‾‖√能卜1柑社ミソトは数l-■】‾ロCか

肌性であったL,こグ)下lリ川↓ソトをも∵つと

帆くできれは,その山川他州+土ますま

す船人されること+土上いlケ十ミであるか,拘

イ1こf∴.し性が∫甘≠.-‖l_に吐づくにしたかい沌1ミ

か1土くち･り､心外組の王■i:が純音Jノ.iに少な

く仁■るし′)で,仰山かり小靴となり,い主

上でソニ川化されなかった rノかLJ【上.iそ主

にち一一Jて1三池1主､微少_王iヒ･れホ外紙に悠

ずるIl■7i感性怖=才壬J′-C叫jり稚か迎【ち,よ

り紙子∴.ミ.(■00c以‾卜)まで洲1ヒが‖川ヒに

なIノノたり き⊥')に′ト川i付r(10mm¢以‾卜J

物体にりLてい制止･j+て拒となったゾ‾)で,

f.一..L性,汁･と‥う1掛J丈伴粧念を離れた仙1J扶

も行ノ川け比=され,心1J分町ほこしi4i

にJユこがってきた｡ニグ‾ト土うちl`.‾に‾安+‾･mJll

に対処するた♂〕上トンニ1TP彬′ホ外線快作

汁ニ‡引与i+ヲ己Lプ芭ノこを糊姶Iノたし‥.

エリ)検ゲた汁註の心臓｢肘二は,王r+ンニ独口

叫那己による仇恨グリシン(TriGl〉r-

Cine Sulphate)を仕ったメ.(ミ′.に怖.りほ壬

を川いてJiり,二のた♂)ノ～;i■fんけJ▲j江の′ホ

外紙エネルギー･を椴ナ盛にとノJえること

ができ,かつ′カモ外線エネルギー‖及収に

･よりl仙な1に仙をヲ邑′卜するグ)で,バイ7

｢‾‾
l九バー

』

ー130一一---▼---

図2 寸;去図

102

142

て′心了三を必班としない-_ 重た抑維係数

が人さし･のて■,緋れた′トさな物体のプこ

‖肘.い】とを.汁州できる′･寸‾く､'れた什一指をも

つている一 二のように仲ヂた汁こさとし/て必

■姓ノユー条什を仙えている′)で,打‾ノノ化lけ

代ノ)抑≠.ご懸か､糊けされる.一.おもち･1＼111ミ,

什イシ1三ご土ニj､こげ)七おりて▼ある._

1.おもな特長

(1)1m離れてげ=二た10mm¢Cr)′+､さな巾

キl_■≠グ〕f∴+1_化を胡三才左触で.汁州できる.

(2〕 川.け十社ノ)i∴ん比がi■抑Lできる_､

(3)拙刺■いプ)物f仁
一世招‾イこ‾‖J†拒な物体

/′1-と､-シ〕州ゞ▲■.‡かできる｢､

2.用 途

リ1七外線を川川するときノりl之ノニノ)利∴】､】二

ご･=土井接触洲1とかできるノ.】二にあり,i■むルL

対駁を.1いjlニセなく,i卜州できる.､そこ

で梯ヂモ汁こさとLての′心外弧汁i†ニさ･プ=いJJ例

をキ.′り｢する､.

(1)才を社卜州卸ち､もノ)ノ〕仰ナた

例:〔a)了己ノ■に甘.に∴川げ)‖∴＋糾し(b)

ユさ′∴二淋付加ゾ岬=什(c)そ〇ノ‾)他屯l二ろ‡乙-

J毅I叶

(2)刺し､ているも･プ)叫こりてナた

例:(a)l･小虹休J川】.1.は1ナ山･叫朴′ヒ..

(b)ノL行中仙･′川さノ.;i■帆■い.

(3､)接触をき⊥､〕うも･プ)叫こり‡ノた

例:たⅠ'‖】■ノ州_lニノ出什

(4)その他げ)仰ずた

(a)熱絶計糾勿または允塀=二りJ一うて/い

527

照準器

カバー

二⊥給水ニップル

人ハ

=

物グり卜†推J捌こ命ずた

(b)碑装グ=てi乙雌_げ一しの什即.

(c)■1■占り=′一ブイ′レムのブナ..ミ.比illrJl上お.上

びブイ/レムイ妓l桝イこ拇加

(d)′ⅠにJ′一慌汁ニ‡の托ノー1=糾l卜

(e)熱か卜1瀧の対範となるもゾ)r難

語三さ与しなどノ

様
=

拉

仕

七

3

≠‥

才一■..†_J空分†昨†た

洲JシL 拉Ii緋

抑 抑王 統 放

lけ 1上 故

地射ヰ与川川二純川

■に 粥(

〔抑
済

化1ミ叩ミ0〈〉1000c(0～

200DC圭でこと･望什叶†拒)

10c(放射やと二1･ク‾)

J▲抜｢･＼)】

1へ一 5m

lOO

O.5s

O.1～1.0

100V±10二与ん, 50重

たは60Hz

lトー′二ご空･=1三】り†.了l‾洲;ケご卜J･｢二1～川二

国事 lTP形赤外線検査器

30

巾
もN竺

⊥

卜
叩
N

⊥

電源スイッチ

ロイ

轡-′鞋

‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾100

85

/

/

//メータ

一切換スイッチ

ー放射率

‾‾ゼロ調整

ゝ､ヒューズ

｢排水ニップル

＼､給水ニップル
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新神戸電機株式会社 彦根工場納め

フェノールホルムアルデヒド樹脂廃i夜処理装置

1i､ンニ化戌⊥二業株Jじ会什･卜即さ‾｢場で

は哨車‖37勺二以来フェノールホ′しムアル

デヒトイ封脂廃液の処雌法を棉吉寸Lてき

た｡その結胡ミ,昭柑44句二に一一次処舛J貨

仙とLて二不二沸処即装逆】三を1こ成!ノフ工/

---･ル桝を90%隙ユこすることに威力ノし呪

/1iにノ女んでいる｡きノ_〕に残るフユ/】

ル分の1こ仝Ⅰエコミー去を目標に∴ソこ処埋設仙

とLて括′性汚泥処印書さ帯を饉.i貨小であ

り11月糾47年7ノ]うこ_I∴グ)迦びになってい

る(ノそれに光二立ち新神ノテうーに機体1〔会祉･

彦他工場に-一二人,‾-_次を†㌻わせた拡大

税校の処理設帖を納人し本供述転には

いっている｡次にそのアウトライ ンを

糾介するし､

1.特 長

イゞプラントはぷ二沸処理,油性汚き尼処

J班などの∴iて貨処押紙†ナせを村上_主とLて

いるLJ一一次処坪は廃液を強性の鵬汁r卜

でカ賀1t加熱し残存モノマーー榔をノポラ

表】 廃さ夜処理計画

ック鯨川旨としてId服するものである｡

ニの+∴柑では廃枚に対LO.5～2%の硯ミ

地を添加L,900c2時rま1】/丈応させた後

棒甚し,液中ノ)フェノールを90%隙ヱこ

することができる｡ ▲_次処∫軋ま#二沸‾｢

柑で収りりプれないモ/マーー頬をキ三素i悦,

リン戸軽源を加え,雑排水で20イこ';二に希釈

して括什汚泥にかけフェノールホルム

アルテ■ヒド分を一二人処王里とでナわせ99%

以_卜除Jこするもク)であるこ,

工兵フうントでは表1に示す水賃訂貨,汁

仙二を下まわる処月t結果を亨さJ二ており,

次処月旦後フェノールは1ppm以､卜を伴

っているこ ホルムアルデヒドは仝･く怜

山さjLない｡
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製品紹介

静置槽l肘戸竣帖造(k応槽と兼ねる

場でナあり)
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カセイ ソーダ注入装i茸
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(2)活性汚泥処理装置

曝乞(槽(ばっきそう)二f父分離Jじ,

徽二乞(

曝1(方式

沈力投池

胤乾J木

ノ栄養比音素加装置

一次,∴次処J曙装置のフローシート

は図1にホすとおりである｡図2は装

置の連転巾の外観である｡なお図2の

手前側は曝乞t槽,後方は煮沸処理装置

である｡
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